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１. はじめに 

全国の都道府県では，津波防災地域づくり法に基

づく津波ハザードマップを公表している．津波ハザ

ードマップには，数値計算予測の不確実性を考慮す

ると浸水の恐れがあるバッファゾーンという区域を

設け，浸水予測区域と合わせ，要避難区域として設

定している自治体も多い（図１）．このバッファゾー

ンの設定方法例は内閣府・農林水産省・国土交通省

が簡易な指針を公表しているものの十分でない 1)． 

このような状況のため，各自治体の設定方針に相違

が生じ，バッファゾーンの設定方法が自治体によっ

て異なっているのが現状である． 

 

図１ バッファゾーンの概要図 1) 

本研究では，自治体が公表する津波ハザードマッ

プのバッファゾーンの特徴の相違点を把握すること

によって，今後，自治体がバッファゾーンを作成す

る際に参考となる設定方法を提示することを目的と

する．加えて，参考までに平塚市を対象として，バ

ッファゾーンに到達する津波の規模を評価する． 

２. バッファゾーンの特徴 

まず，国土交通省ハザードマップポータルサイト

わがまちハザードマップ 2)を使用し，海に隣接しな

い内陸県を除いた都道府県を対象とした． 

次に，対象とした都道府県の各市町村が公表して

いる津波ハザードマップを確認していき，津波浸水

予測の不確実性をバッファゾーンとして明示してい

る市町村を挙げた(表１)． 

表１ バッファゾーンを明示している市町村 

都道府県 市町村 都道府県 市町村

斜里町 いすみ市

遠別町 勝浦市

豊富町 神奈川県 平塚市

興部町 黒部市

初山別村 朝日町

山形県 酒田市 沖縄県 宜野湾市

北海道

千葉県

富山県

 

表１の中から例として神奈川県平塚市のバッファ

ゾーンの概略を説明する．平塚市の津波想定区域(図

２)の大部分は，「相模トラフ沿いの海溝型地震(西側

モデル)」による津波が想定されている．これを基に

バッファゾーン（図２中の灰色領域）は，幹線道路(国

道 129 号線，東海道本線)，町丁目界で囲まれた地域

に設定している．また，ハザードマップの作成当時，

相模川の堤防が未整備であったため，河川沿いにも

バッファゾーンが設定された． 

 

図２ 平塚市津波ハザードマップ拡大図 3) 

次に，表１で挙げた自治体のバッファゾーンについ

ての設定方法を整理した(表２)．バッファゾーンの

設定方法は，自然や地形による設定方法と人工物や

過去の記録からの設定方法と大きく 2 つに分けられ

た．より詳細には，標高，河川，森林，田畑，幹線

道路，町丁目界，人工水路，過去から伝わる言い伝

え等を基準にして設定されていた．国交省が示した

設定方法では，標高，幹線道路，町丁目界の基準だ

けであったが，実際には，表２で整理したように多

岐にわたる設定方法が存在することが分かった.
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 表２ バッファゾーンの設定方法 

バッファゾーンの設定方法

標高による設定

地域での想定最大浸水高を考慮して一律で標

高〇〇mの領域を設定、または、単に一律で

標高〇〇mの領域を設定

河川による設定
河岸沿いの堤防の整備状況を考慮して河岸沿

いの領域を設定

その他 森林、田畑、小河川をゾーンの端として設定

幹線道路による設定
浸水予測区域の外側に位置する幹線道路等

で囲まれた領域を設定

町丁目界による設定 浸水予測範囲に近接する町丁目領域を設定

人工水路による設定
人工的な水路等の水の通り道をゾーンの端と

して設定

その他 言い伝えや過去の津波高を基に設定

人工物や過去の

記録から設定す

る方法

区分

自然や地形から

設定する方法

 

また，調査した結果，バッファゾーンまでを要避

難区域として設定している自治体が多く，このこと

から隣接する自治体によっては，バッファゾーンの

設定方法が異なるため，陸続きであるにも関わらず

要避難区域の範囲に差異が生じる可能性がある．ハ

ザードマップに設定するバッファゾーンは，自治体

単独で独自で設定するよりも，隣接する自治体同士

で連携をしながら，表２で整理した設定方法を用い

て決定される必要があると考えられる． 

３．平塚市の津波計算 

 参考までに，平塚市が公表するバッファゾーンに

到達する津波の規模を調査した． 

本研究では，平塚市の津波ハザードマップに支配

的な影響を及ぼす「相模トラフ沿いの海溝型地震西

側モデル（モーメントマグニチュード(Mw）8.7）3）」

の津波数値計算を行った．相模トラフ沿いの海溝型

地震（西側モデル）の断層モデルを作成し，震源領

域のデータを基にすべり量を算出した．そして，断

層パラメータを利用し Okada の式 4）を用いて初期水

位を求める計算を行い，その計算結果と非線形長波

方程式を用いて津波計算を行った．津波数値計算を

実行する際，内閣府が公表する平塚市の地形データ

や粗度データを使用した． 

 津波ハザードマップのバッファゾーンに到達する

津波の規模を調査するため，まず，不確実性を考慮

した津波計算による浸水域の調査を行った．波源全

体の平均応力降下量を変化させ，断層全体の Mw を

変化させることにより，バッファゾーンに到達する

津波計算を行った．Mw を 8.75，8.80，8.85，8.90，

8.95，9.00 と基準から+ 0.05 ずつ変化させ，津波数値

計算結果と平塚市の津波ハザードマップを比較した

ところ，バッファゾーンに到達する津波を発生させ

る地震の規模は約 Mw 8.85 だと考えられた．計算結

果を図３に示す．平塚市のバッファゾーンは，地震

規模の観点からは，基準の Mw から+ 0.15 程度の不

確実性を考慮できていることが分かる． 

また，今回の数値計算結果では，標高の低い凹地

のような地形や，幅の広い道路の一部で，バッファ

ゾーンを超えて，より内陸まで浸水した領域もあっ

た．以上の状況や表２の設定方法などを総合的に勘

案したうえでバッファゾーンを慎重に定めていくこ

とが重要と考えられる． 

 

図３ Mw 8.85 の浸水高（ｍ） 

４. まとめ 

本研究では，自治体が公表する津波ハザードマッ

プに明示されたバッファゾーンの特徴を調査し，今

後自治体がバッファゾーンを設定する際の指針を提

示した．数値計算の不確実性を明示するバッファゾ

ーンは，考え得る不確実性を総合的に考慮したうえ

で慎重に決定していくことが重要と考えられる． 
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